
９月６日付『毎日新聞』社説は、リニア中央新幹線建設について「本当にこのまま

突き進んでよいのか、と改めて問いたい」と訴えています。ＪＲ東海が環境影響評価

関係の報告書を発表するたびに、疑問はますます増加傾向にあります。

社説では主に、①巨額な建設費に加え、935億円の事業費の上方修正、さらに山田

前社長の「ペイしない」見

解において、経営が成り立

つのかが疑問、②国民的議

論がないままで、国土交通

省はゴーサイン（認可）を

すべきではない、③大規模

災害時、東海道新幹線の代

替ルートは北陸新幹線でま

かなえる、と問題提起をし

ています。

この間の住民説明会や労

使協議をみれば明らかなよ

うに、ＪＲ東海に、このよ

うな問題を提起しても、真

摯に応える姿勢などないで

しょう。

ＪＲ東海労は、沿線住民

の仲間と共に、リニア建設

着工反対のための闘いを強

力に推し進めていきます。

国交省はリニア建設の認可を待て！
『毎日新聞』が社説で警鐘乱打！
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